
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。（
教
育
長
）

産
卵
期
に
遡そ

上じ
ょ
う

す
る
サ
ケ
の
現
状
と

�

今
後
の
利
活
用
の
方
針

深
谷　

成
信

（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

本
市
に
お
い
て
も
産
卵
期
に
は
信

濃
川
や
阿
賀
野
川
を
中
心
に
、
相
当
数

の
サ
ケ
が
遡
上
し
て
い
る
。
ビ
ル
の
合

間
や
国
際
空
港
の
ほ
と
り
を
縫
っ
て
萬

代
橋
や
ご
ざ
れ
や
阿
賀
橋
の
真
下
を
成

長
し
た
サ
ケ
の
大
群
が
泳
ぐ
光
景
が
あ

る
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
べ
き
で

あ
る
。
産
卵
期
１
シ
ー
ズ
ン
で
信
濃
川

と
阿
賀
野
川
を
遡
上
す
る
サ
ケ
の
数
は

県
内
の
他
の
河
川
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
の
県
公
表
に
よ
る
と
、

信
濃
川
で
２
万
７
千
８
５
９
尾
、
阿
賀

野
川
で
１
万
５
千
５
８
８
尾
の
採
捕
が

あ
り
、
県
内
の
採
捕
ラ
ン
ク
で
は
信
濃

川
が
２
位
、
阿
賀
野
川
が
３
位
で
あ
る
。

‌　
　

本
市
で
の
サ
ケ
の
種
苗
生
産
お
よ

び
放
流
事
業
に
関
す
る
伝
統
文
化
や
採

れ
た
サ
ケ
の
料
理
、
加
工
品
な
ど
の
活

用
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　

信
濃
川
と
阿
賀
野
川
で
は
、
地
域

に
根
差
し
た
漁
法
で
漁
獲
し
て
い
る
。

漁
法
だ
け
で
な
く
、
料
理
や
風
景
も
含

め
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。

信濃川のやすらぎ堤でサケの稚魚の放流

再
配
達
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と

�

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
促
進

宇
野　

耕
哉

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

‌　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
注
文
な

ど
で
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
宅
配
便
だ

が
、
宅
配
便
の
需
要
増
加
に
よ
っ
て
発

生
す
る
問
題
は
無
視
で
き
な
い
。
特
に

再
配
達
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
再

配
達
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
増
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

本
市
に
お
い
て
再
配
達
の
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量

は
、
市
内
で
想
定
さ
れ
る
再
配
達
個
数

か
ら
計
算
す
る
と
、
１
年
間
で
約
１
６

０
０
ト
ン
に
上
る
と
推
計
さ
れ
る
。

‌　
　

二
酸
化
炭
素
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と

す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

目
指
す
本
市
と
し
て
は
、
再
配
達
数
の

削
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
を
市

民
に
対
し
て
、
も
っ
と
積
極
的
に
呼
び

掛
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
は
、
二
酸

化
炭
素
削
減
に
向
け
た
市
民
の
行
動
変

容
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て
い
く
。

国
の
原
発
政
策
の
大
転
換
と

�

本
市
の
酪
農
経
営
へ
の
支
援

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

３
・
11
以
降
、
原
発
依
存
度
を
低

減
し
、
原
発
の
新
増
設
は
考
え
て
い
な

い
と
し
て
い
た
政
府
は
今
年
２
月
、
原

発
の
最
大
限
活
用
を
明
記
し
た「
Ｇ
Ｘ

実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」で
、
原
発
建

て
替
え
や
運
転
期
間
延
長
な
ど
の
政
策

の
大
転
換
を
行
っ
た
。
市
長
の
見
解
は
。

　
　

運
転
期
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

懸
念
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
、
国
会
で
の
審
議
で
は
安
全
性
を
最

優
先
に
議
論
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

‌　
　

本
市
の
酪
農
は
ほ
ぼ
家
族
経
営
で

あ
る
。
餌
代
や
光
熱
水
費
な
ど
は
高
騰

す
る
が
生
乳
価
格
は
上
が
ら
ず
、
生
き

物
相
手
で
毎
日
の
作
業
が
不
可
欠
な
た

め
、
休
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
ゆ
と
り

と
魅
力
の
あ
る
酪
農
経
営
の
た
め
、
市

は
独
自
に
支
援
す
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
で
は
、
機
械
設
備
や
予
防
接

種
の
経
費
を
支
援
し
て
い
る
。
他
市
で

実
施
さ
れ
て
い
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

を
含
め
、
畜
産
経
営
の
維
持
・
発
展
に

必
要
な
施
策
の
検
討
に
努
め
て
い
く
。

●酪農ヘルパー
　酪農家に代わって、
搾乳や餌やり、牛舎の
清掃、子牛の世話など
を行う人のこと。
　酪農では搾乳や餌や
りなどを毎日行う必要
があり、酪農家は休み
を取りづらい現状があ
る。

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
と

�

県
央
エ
リ
ア
へ
の
路
線
バ
ス
の
必
要
性

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

‌　
　

女
性
議
員
の
会
や
我
が
会
派
か
ら

要
望
し
て
き
た「
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」が
新
年
度
か
ら

始
ま
る
。
市
長
が
目
指
す
も
の
は
何
か
。

●がん患者アピアランス‌
� サポート事業
　がん治療によるアピアラン
ス（外見）の変化を補完する
ウィッグ、胸部補整具、人工乳
房などの購入費用を助成するこ
とにより、クオリティ・オブ・
ライフ（QOL）の向上を図り、
がん患者の治療と社会参加の両
立を支援するもので、本市では
令和５年度からの新規事業。

　
　

同
事
業
は
、
が
ん
患
者
の
方
々
の

闘
病
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
心
理
的
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、

が
ん
治
療
と
社
会
参
加
の
両
立
に
向
け

た
有
効
な
支
援
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

‌　
　

南
区
は
市
内
８
区
の
中
で
唯
一
軌

道
系
の
公
共
交
通
が
な
く
、
新
飯
田
地

域
で
は
政
令
市
移
行
後
、
従
来
の
生
活

圏
で
あ
る
三
条
方
面
へ
も
白
根
方
面
へ

も
、
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
手
段
が
減

少
し
て
い
る
。
東
三
条
か
ら
燕
三
条
を

経
由
し
新
飯
田
地
域
に
至
る
現
行
の
路

線
バ
ス
を
白
根
地
区
ま
で
延
伸
し
て
は

ど
う
か
。
新
潟
駅
か
ら
県
央
エ
リ
ア
へ

の
路
線
バ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
年
度
、
公
共
交
通
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定
で
あ
り
、

現
行
の
バ
ス
路
線
や
県
央
エ
リ
ア
へ
の

バ
ス
交
通
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
る
。

萬
代
橋
の
周
辺
の
良
好
な
景
観
形
成
と

�

５
類
移
行
に
伴
う
学
校
現
場
の
対
応

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

新
潟
市
景
観
審
議
会
は
「
高
さ

50
メ
ー
ト
ル
規
制
は
将
来
の
新
潟
に
残

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

基
準
で
あ
る
」と
の
基
本
的
な
考
え
を

示
し
、「
特
に
良
好
な
景
観
形
成
に
寄
与

で
き
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
高
さ
規
制

を
緩
和
す
る
」パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

案
と
し
た
。
萬
代
橋
を
生
か
し
た
優
れ

た
景
観
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
伺
う
。

　
　

新
潟
市
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

の
専
門
家
、
建
築
主
、
本
市
に
よ
る
２

段
階
の
事
前
協
議
と
、
景
観
審
議
会
の

個
別
審
査
制
度
を
新
た
に
導
入
し
、
魅

力
的
な
都
市
空
間
の
形
成
に
取
り
組
む
。

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
に
伴
い
、
文
部
科
学
省
の
通

知
を
踏
ま
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
期

に
示
し
、
学
校
現
場
が
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
改
訂
を

踏
ま
え
て
速
や
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

見
直
し
、
各
学
校
園
の
状
況
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

（
教
育
長
）

新
総
合
計
画
の
目
指
す
都
市
像
と

�

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
区
づ
く
り
の
強
化

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

‌　
　

新
潟
市
総
合
計
画
２
０
３
０
に
お

い
て
、
目
指
す
都
市
像
を「
田
園
の
恵

み
を
感
じ
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

日
本
海
拠
点
都
市
」と
定
め
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
踏

ま
え「
経
済
」「
社
会
」「
環
境
」の
３

つ
の
枠
組
み
で
例
示
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　

例
え
ば
、
経
済
面
は
革
新
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
魅
力
的
な
就
業
機
会

が
創
出
さ
れ
る
こ
と
、
社
会
面
は
便
利

で
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
こ
と
、
環

境
面
は
自
然
環
境
と
調
和
し
共
生
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

‌　
　

市
長
は
新
年
度
予
算
編
成
に
係
る

３
つ
の
力
点
の
一
つ
に
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
区
づ
く
り
の
強
化
を
掲
げ
、

区
の
予
算
と
権
限
を
拡
大
す
る
方
向
性

を
示
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
区
の
予
算

を
編
成
し
た
の
か
伺
う
。

　
　

区
長
と
率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
、

区
民
の
要
望
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決
事

業
を
積
極
的
に
予
算
計
上
し
た
。

Ｉ
Ｔ
系
企
業
へ
の
支
援
と

�

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

Ｉ
Ｔ
系
企
業
を
誘
致
し
、
官
民
挙

げ
て
産
業
集
積
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

本
市
に
と
っ
て
魅
力
的
な
新
た
な
雇
用

が
生
ま
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
企
業
誘

致
や
創
業
支
援
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
取
り
組
む
の
か
。

　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
環
境
を

提
供
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

促
す
と
と
も
に
、
社
会
課
題
の
解
決
に

も
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

‌　
　

不
適
切
な
保
育
に
よ
る
保
護
者
の

不
安
を
払
拭
し
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
よ
う
保
育
行
政
へ
の
信
頼
回
復
に
努

め
る
と
と
も
に
保
育
現
場
の
負
担
軽
減

に
も
取
り
組
む
べ
き
。
保
育
士
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

を
つ
く
り
、
地
域
の
方
に
支
え
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域

や
保
護
者
と
園
の
良
好
な
関
係
は
、
保

育
士
の
精
神
的
な
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。
今
後
も
地
域
や
保
護
者
に
開
か

れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

新
潟
港
の
未
来
と

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
評
価

内
山　

航
（
翔
政
会
）

‌　
　

新
潟
港
港
湾
計
画
お
よ
び
万
代
島

地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く

中
で
、
本
市
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
・

恩
恵
を
受
け
る
た
め
、
港
湾
を
管
理
す

る
国
や
県
と
の
連
携
な
ど
、
本
市
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

　
　

国
や
県
と
連
携
し
、
港
湾
の
整
備

促
進
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
、
企
業

へ
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
ク
ル
ー
ズ
船

誘
致
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

‌　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

り
組
み
は
、
各
学
校
お
よ
び
学
校
運
営

協
議
会
で
の
自
己
評
価
や
検
証
だ
け
で

な
く
、
第
三
者
か
ら
の
評
価
や
、
成
功

事
例
の
共
有
化
も
含
め
、
各
学
校
で
の

取
り
組
み
を
教
育
委
員
会
と
し
て
評
価

検
証
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

学
校
の
自
己
評
価
と
学
校
運
営
協

議
会
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
多
角

的
な
視
点
に
よ
り
、
効
果
的
に
学
校
運

営
の
改
善
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
に
つ
い

にいがた市議会だより 4令和５年（2023年）４月16日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


